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　本稿では，清水寺を観光地としてとらえた上で，清水寺を来訪する観光者についての傾向を分
析する１。
　清水寺は，『京都市観光調査年報』によれば，市内観光地では，毎年最も高い訪問率が認められ
京都を代表する観光地といえる。
　しかし，訪問者の傾向は，『京都市観光調査年報』である程度は，うかがえるものの２，その特
性については，十分に分析されているとはいいえない。そこで，本稿では，『京都市観光調査年
報』等の既存資料に筆者による調査を通じて，特に，募集型企画旅行によるその観光者の特性に
ついて論じてみる。
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　清水寺学芸員横山正幸の『ガイドブック清水寺』によれば，清水寺の開創は，７７８（宝亀９）年，
僧賢心が音羽山中の滝で練行していた観音の化身である行叡に会い，行叡の旧草庵に奉祀して開
山したとされる。そして，７９８（延暦１７）年，坂上田村麻呂の旧居を当てて，宝殿が建立され，十
一面観音像が安置された。このとき，法号を北観音寺，世号を清水寺と称したとされる。清水と
は，音羽の滝の清滝にちなんだものである。なお，舞台は，１２世紀には構築されていたが，規模
は小さいものの創建当初から構築されていたと考えられないこともない，とされる。
　清水寺は，応仁の乱で全焼したが，再建され，そののち，織田信長，豊臣秀吉が大きな信仰を
寄せた。江戸時代に入って，１６２９年に大火にあうが，徳川家光の寄進によって寛永年間に再建さ
れた。現在の諸堂塔は，ほとんどこの時期の建築である。寛永の焼失では，本尊を除きほとんど
すべてを失ったが，本尊も焼失したとの噂が流れた。これを打ち消すため，清水寺では，秘仏と
されていた本尊千手観音像の開帳を行った。御開帳の始まりである。
　明治になり，神仏分離令が発せられ，地主神社が分離，独立した。廃仏毀釈の打撃は，庶民の
強い観音信仰に支えられ大きな被害を受けずに済んだようだが，２度の社寺領上地（上知）令は，
大きな打撃を与えた。特に，第二上地令は，地租改正の一環として行われ，境内主域を残してす
べての上地が命ぜられた。
　一方，古社寺の抱える膨大な建造物，美術品，庭園などの保護には，個々社寺や有志による民
間団体の力では不十分で，次第に財政的な支援を求める声が高まり，内務省は，１８９５年，古社寺
保存協力金についての規則を定めた。さらに，１８９７年には文化財保存を目的とする初めての法律
となる「古社寺保存法」が制定される。この制定により，「清水の舞台」で知られる本堂が特別保
護建造物（国宝）の指定を受け，その修繕費として内務省から下付金を受けることになった。なお，
１９５２年には，文化財保護法の制定にもとづいて新「国宝」の指定を受けている。
　１９１４年，大西良慶が興福寺と兼務で晋山し，以後７０年近く住持する。信者の絶大なる尊敬を得
て，１９６５年，北法相宗を立宗独立する。
　そして，１９９４年には，世界文化遺産４に登録され，１９９８年，創建１２００年をむかえた。
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　『ガイドブック清水寺』によれば，『枕草子』５にも記されているように，平安時代から賑わい，
観音縁日の清水寺門前は，物売り・物乞いや芸能者が群集していた，としている。そして，鎌倉
時代から室町時代にかけて，立売り・露店が常設的になり，門前町を形成するようになった。な
お，平安時代から室町時代までの清水参道は，旧五条橋（現在の松原橋）で鴨川を渡り，八坂の塔
の南を通って三年坂６を上って門前の参道に向かうものであった７。
　一方，清水寺は，西国三十三所霊場第十六番札所であり，今日も西国三十三所の巡礼者が多く
訪れる。『清水寺史　第一巻　通史（上）』によれば，信仰する聖の霊場に苦労して直接赴く，そ
の苦労が修行の疑似体験になるのであるが，観音信仰は霊場を巡回する方式で発展した。これが
成立したのは，花山法皇に求める説は霊場巡りを実践したという点で現実的ではないが，平安時
代最末期には，成立していたとみられ，さらに，数は別としても，都の中などにまつられている
観音を順番に巡るという信仰は意外に早く成立していた可能性もある８，としている。
　これらのことからは，清水寺は，すでに平安時代から多くの観光者が訪れる対象となっていた
といえる。
　そして，『清水寺史　第一巻　通史（上）』では，往時の記録が，室町時代末から桃山時代にか
けて，応仁の乱の焼失から立ち直った清水寺は，最も数多くの参詣者が「殺到」する寺院なって
いたことを物語っているとしている９。
　江戸時代に入ると，現在の清水道が主要道路となり，月例縁日に加えて，千日詣・星降りや西
国三十三所巡礼，そして，遊山で大層賑わい１０，明治維新を迎えた頃には，清水坂界隈は陶器商
に代表される土産物屋で賑わいをみせた１１。
　なお，三年坂上で清水坂と交わる角にあり，ガイドブック等にもよく紹介される七味家本舗は，
明暦年間（１６５５～１６５９）に茶店を生業とする『河内屋』として創業している１２。
　また，五条坂は，明治期は竹藪道であったが，陶器試験場や伝習所が開設され，大正３年には
新道（ちゃわん坂）が開通して南側にも門前町が発達した１３。
　このように，清水寺界隈は，江戸時代から昭和初期にいたる間も，今日のような観光者による
活況がみられていたと考えられる。
　だが，太平洋戦争が激化してくると修学旅行をはじめ参詣者が激減し，灯火管制により市民の
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夜詣りも禁止状態になった１４。しかし，敗戦後すぐ，清水寺直轄の信者組織「音羽会」が結成さ
れるなど，さっそく寺勢復興に取り組まれた１５。また，戦後は，戦前には稀であった諸外国の国賓
らの来山が頻繁になった１６。
　大正，昭和の清水寺は，大西良慶の指導によるところが大きく，戦後は，観光地としても国際
的な地位を獲得したといえよう。
　なお，１９５２年に，市営清水坂観光駐車場が整備され五条坂が主要道となり産寧坂１７地区は地区
を訪れる観光者は激減するが，昭和４０年代に入り，産寧坂地区は，落ち着きのある歴史的な街並
みとして評価され，再び賑わい始めた。そして，１９７２年，条例に基づく街並み保存制度である「産
寧坂特別保全修景地区」に指定され，１９７５年には，文化庁により「重要伝統的建造物群保存地区」
に選定された１８。なお，現在，この地域の町並みは主に近代になってからできたもので，特に道に
面した小さな家は，大正初期ころまでに建ったものが多く，社寺の建造物は，八坂の塔を例外に
して，古くて桃山時代，概して江戸時代のものである１９。
　しかし，戦後の混乱が落ち着くと，社寺の観光地としての集客力に財源を求める京都市による
拝観者に対する課税に関する問題が繰り返される。
　京都市は，「文化観光施設税」を１９５６年に実施し市内の有名社寺の拝観者に対し課税した。これ
には，半年間の拝観拒否を含む反対運動が展開され，７年半の期限付きで実施することで決着し
た。しかし，１９６４年，その期限がくると「文化財保護特別税」の名目で延長が企図された。これ
は，「この種の税は，今後いかなる名目においても，新設あるいは延長しない」との覚書のもと５
年の期限で実施された。ところが，１９８３年，「古都保存協力税（古都税）」条例案が可決された。こ
れに対して寺院側は，１９８５年の古都税実施以降，拝観停止などを行って１９８８年３月末をもって税
を廃止させた２０。
　バブル期において清水寺界隈も景観破壊の危機に面する。清水寺の景観の保全は，京都全体の
自然と歴史的文化的景観の保存と相まって実現されてきた。とりわけ，清水寺は，門前町とは，
不離一体であり，その町並み保存と繁栄が必須不可欠である２１。この認識は，門前町側，清水寺側
とももっている２２。夜の特別拝観の実施や古来の通夜拝観を部分的に宵参りとして復活している
ことなどは，門前会，境内茶屋，御用達会の協力によるものである２３。
　そして，２００３年には，「京都府，京都市，京都商工会議所，京都仏教会，平安建都１２００年記
念協会，京都市観光協会の６団体と東山地域の各種団体が協力し，オール京都の体制で，計画
地域の地理的諸条件を生かし，京都がこれまで育んできた文化的要素や美意識を随所にちりばめ
た「灯り」と「花」による演出を基本手法にして，訪れる人々が「安らぎ」と「華やぎ」を体感
できるようなスケールの大きな夜の時・空間を創出する。」２４という活動内容で清水寺門前町，三
年坂を含む東山地区で「京都・花灯路」が実施され，現在にいたっている２５。

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　『京都市観光調査年報　平成１９年』によれば，２００７年の清水寺への訪問率は，市内の観光地の
中で最も高く訪問率は２１．２％である。性別では，女性より男性が，世代別では，概ね若年層のほ
うが，訪問率が高い２６。（表１参照）
　また，過去６年間の推移をみても毎年トップであり，２０％台の訪問率を維持している。（表２参
照）
　一方，バスが駐車できる規模では，清水寺の最寄りの駐車場である，市営清水坂観光駐車場利
用状況をみると，２００６年では，４，５，８，１１月で２００００台を超えている。（図１参照）　図１の数は，
すべての車種を含んだ数で，駐車された車に乗車していた人が，すべて清水寺を訪れるとはいえ
ないが，清水寺訪問者の大まかな傾向は，みることができると考えられる。ただし，清水坂観光
駐車場は，１１月には観光バス専用になる日があることは顧慮しておかなければならない２７。
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出所：『京都市観光調査年報平成９年』（京都市産業観光局観光部観光企画課，２００８）１７頁「市内訪問地調」より作成
出所：『京都市観光調査年報平成１９年』（京都市産業観光局観光部観光企画課，２００８）１８頁「市内訪問地調」より作成
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　また，１９９９年に京都市駐車場公社が実施した調査によれば，市営清水坂観光駐車場利用者は，
自家用車に限れば，近畿地方を出発地とする利用者の割合が相対的に高くなるが，全車種をみる
と，過半数が近畿地方以外を出発地としていることになる。（図２参照）　このことからは，清水寺
を中心とした地域は，全国的な観光地ということができよう。
　『京都市観光調査年報　平成１９年』では，２００７年に京都市に訪れた観光客数は，４９４４万５千人
としている２８。これに表１で示された清水寺の訪問率２１．２％を乗ずると約１０４８万人となり，こ
れが２００７年の清水寺への訪問者数と推定することができる。しかし，今回清水寺で行なったヒア
リングよれば２９，２０００年に３００万人を，２００５年頃に４００万人を超えて，２００８年には５００万人を達成
できるではないか，ということであった。最近の傾向としては，外国人が増えており，アジアの
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資料：京都市駐車場公社
出典：京都市統計書／第１０章　文化・観光
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※乗客の出発地
出所：『京都市内における第２回５観光地駐車場調査報告書』（京都市駐車場公社，１９９９）１２‐１５頁
ほか，ラテン系の外国人も増えているようであるとのことである。また，清水寺は，若年層の訪
問率が高い傾向があることは先に示したが，修学旅行については，北海道，東北は少ない反面，
九州は比較的多いとのことである。
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　本章では，募集型企画旅行における清水寺の取り扱いについての傾向を示す。募集型企画旅行
とは，いわゆるパッケージツアーで，旅行業者が，広告，パンプレットで募集する旅行商品であ
る。
　京都市観光調査年報では，「旅行案内利用状況調」の表３０から「旅行代理店」の利用状況はみる
ことができるものの，京都市に来訪する観光者がどのような形で旅行業者と関与したかについて
は表れていない。
　そこで，本稿では，まず，京都を目的地として新聞広告に掲載された募集型企画旅行における
清水寺の状況をみてみる。
　観光者が旅行業者に関与する場合，募集型企画旅行を購入する場合だけではない。また，募集
型企画旅行の中でも，自由行動を中心とする個人型と主にバスで観光地を周遊する団体型に分け
ることができる。もっとも，個人型においてもある特定の観光地を訪問する行程を設定している
ものもある。京都を訪問する募集型企画旅行については個人型も多いが，募集型企画旅行の広告
で京都における個々の訪問地が現れているものは，団体型が中心となる。したがって，旅行業者
において清水寺をいかに取り扱っているか，の観察を広告より行った場合においても，団体型の
募集型企画旅行が中心となるが，この観察において，現在の主に発地側で企画されている団体型
募集型企画旅行における清水寺の位置づけの傾向は，みることができる。
　図３は，２００４年１２月から２００５年１２月までの間に首都圏で発行された朝日，毎日，読売の各新
聞（縮刷版より）に掲載された２００５年に催行される募集型企画旅行の広告に出現した観光地の度数
を示すものである。表１で示された訪問率は，市内訪問地の中でトップであるが，ここでは，設
定コース数で，「嵐山・嵯峨野（各寺院含む）」，「祇園周辺」に次ぎ，設定旅行数では第６番目に位
置することになる。
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　次に，市営清水坂観光駐車場に駐車されているバスのフロントにある案内表の観察をもとにバ
スで来訪した訪問者の傾向をみる。本観察は，２０００年から２００３年の観光客数の多い１１月の休日
の午前と午後の時間帯に観察したものである。限られた日の限られた時間のみであるため普遍性
を持つとは言い難いが，一定の傾向は捉えられると考える。なお，観察は「主催旅行」が「募集
型企画旅行」と表現が変えられた改正旅行業法施行前であったため図表では「主催旅行」として
いる。
　表３及び図４をみると，市営清水坂観光駐車場に駐車するバスのうち約１３が，主催旅行であ
るが，合算した結果からは午後の時間帯に多い傾向がみられる。一方，修学旅行は午前の時間帯
に多い３１。
　図５では，駐車バスの登録ナンバーの過半数は近畿圏以外からであることがわかる３２。近畿圏
以外では，中部地方からのバスが多いが，これは，名神高速道路・京都東インターチェンジへの
アクセスが容易であることの関連性も考えられる。
　また，図６から駐車バスの主催旅行業者は，「近畿日本ツーリスト」「読売旅行」「ＪＴＢ」で過
半数が占められている。
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出所：廣岡裕一「金閣寺の観光者」『ホスピタリティ・ツーリズム研究論集』第２号（２００８）４頁。
※なお，設定コース数は広告に掲載されたコースに訪問地として示されている数を表し，設定旅行数は当該訪問地
を含むコースの設定された総出発本数を数えたものである。
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　募集型企画旅行では，団体型においてもある拠点を中心に旅行者自身が回遊するコース設定が
好まれる傾向がみられる３３。そのため，金閣寺においては，募集型企画旅行（主催旅行）の訪問地
となるより個人の観光者により選好されているが３４，門前町や東山地域一帯を周遊できる清水寺
は，募集型企画旅行においても選好しやすい観光地といえる。この点，新聞広告と駐車バスの状
況をみても，金閣寺に比べ募集型企画旅行に選好されていることがわかる３５。
　募集型企画旅行に限らず，清水寺は，京都市内の観光地の中で訪問率が最も高く，清水寺界隈
は古来より観光者で賑わってきた。清水寺の訪問率が高いのは，清水寺自体に求心力の強さが，
まず前提としてあるが，門前町の存在や東山地域一帯を回遊できる相乗効果により，より求心力
を高めていると考えられる。
　本稿で示した駐車バスの状況調査は，２０００年から２００３年に行った。ただ，２００４年以降，駐車
バスの状況調査は行っていないので，それ以降の状況は確認していない。また，新聞広告の調査
は２００５年実施の募集型企画旅行首都圏発のものを前提としているので，海外を含め他地域での取
り上げられ方は検証できていない。『京都市観光調査年報　平成１９年』によれば，京都市内の２００７
年の宿泊施設利用外国人客数は９２６８０５人で，２００３年の４５０４３３人と比べると倍増している。これ
は，円安やビジット・ジャパン・キャンペーンの影響と思えるが，当然，観光者の状況にも変化
が生じていることだろう。事実，昨今の市営清水坂観光駐車場に駐車されているバスのフロント
にある案内表をみると，観察を行った２００３年頃は少なかった台湾，韓国等のアジア諸国の団体の
バスがよくみられる。
　このように，変化する旅行環境においては，本稿は，過去の時点における考察といえるかもし
れない。一方，募集型企画旅行に限れば，さほど，変化していないとも感じる。今後，さらに，
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清水寺を含めた京都への観光者の特性や京都を対象とした旅行商品に関して国内の募集型企画旅
行のみならず，訪日する外国人の選好を究明していきたいと考えている。
※本稿の執筆に当たって，清水寺学芸員の加藤眞吾氏に清水寺についてのヒアリングを２００８年８月１８日
清水寺寺務所にうかがって行なった。また，株式会社日商社専務取締役谷川隆氏，第４アカウントプラ
ンニング部近藤祐二氏に本稿にかかわるお話をうかがうなどご協力を賜った。ここに感謝の意を表さ
せていただく。
１　本稿では，清水寺を訪れる者を「観光者」と表す。寺であるため，この表現が，適切でない例もある
かもしれないが，本稿は，清水寺を観光地と捉えた前提で述べているためこのように表現する。なお，
『京都市観光調査年報』では，「観光客」という語を用いているため「観光客」と表す場合や文脈に応
じ「訪問者」や「拝観者」などと表現する場合もある。
２　詳細については３章参照。
３　本節は，横山正幸『ガイドブック清水寺』（法藏館，１９９６）１１２６，１０２１０３頁，清水寺史編纂委員会
『清水寺史　第一巻　通史（上）』（法藏館，１９９５）１４１頁，清水寺史編纂委員会『清水寺史　第二巻　通
史（下）』（法藏館，１９９７）１５１７，４５６４５７，４６２４６５，４９６４９７，５７４，６１９頁を参照した。
４　清水寺を含む世界文化遺産「古都京都の文化財」の	
（オーセンティシティ）については，
廣岡裕一「金閣寺の観光者」『ホスピタリティ・ツーリズム研究論集』第２号（２００８）２頁参照。
５　「〔二五六〕　さわがしきもの　走り火。板屋の上にて烏の齋の産飯食ふ。十八日に清水に籠りあひたる。
　　暗うなりて，まだ火もともさぬほどに，ほかより人の來あいたる。まいて，遠き所の人の國などよ
り，家の主の上りたる，いとさわがし。
　　近きほどに火出で來ぬといふ。されど，燃えはつかざりけり。」（池田亀鑑校訂『枕草子』（岩波文庫，１９６２）
２８０頁）
６　「産寧坂」とも表記されるが，本稿では，原則として「三年坂」と表記する。
７　横山，前掲書，３０－３１頁。
８　『清水寺史　第一巻　通史（上）』，２５２－２５４頁。
９　同上書，３４２頁。フロイス『日本史』第一部五八章１８８～１８４（松田毅一，川崎桃太訳『フロイス　
日本史　３　五畿内篇Ⅰ』（中央公論社，１９７８）２３８～２５５頁より）では，「都の近傍に，多数の巡礼が訪れる
二つの別の寺院がある。その一つを祇園，他を清水という。ここは絶えず巡礼が殺到し，良い水の原泉
（でもあり）―その地（から）の眺望は素晴らしく，日本中で著名である。」（２４３頁）とある。
１０　横山，前掲書，３２頁。
１１　『清水寺史　第二巻　通史（下）』，４６８頁。
１２　七味家本舗ホームページ　	
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（２００８９１４）
１３　『清水寺史　第二巻　通史（下）』，４７０－４７１頁；横山，前掲書，３２－３３頁。
１４　『清水寺史　第二巻　通史（下）』，５５７頁。
１５　同上書，５５８頁。
１６　同上書，５７１頁。
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１７　ここでは，「重要伝統的建造物群保存地区」で用いられている「産寧坂」の表記を用いる。
１８　京都市『産寧坂伝統的建造物群保存地区防災計画策定調査報告書』（京都市，１９９７）８－１０頁。
１９　京都市都市開発局風致課『京都の景観はみんなのもの産寧坂特別保全修景地区編』（京都市都市開発
局風致課，１９７３）５－６頁。
２０　『清水寺史　第二巻　通史（下）』，５８９－５９１頁。
２１　同上書，６２２頁。
２２　加藤眞吾「清水寺門前町」『京都新聞』２００１４２，１７面，では，田中博武清水寺門前会会長及び大西
真興清水寺執事長によるその趣旨の談話を示している。
２３　『清水寺史　第二巻　通史（下）』，６２２頁。
２４　京都市総務局行政改革課事務事業評価ホームページ　事務事業評価票
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２５　東山の「京都・花灯路」は，毎年３月に行われる。来場者数は，２００３年；７１４０００人，２００４年；１０６９０００
人，２００５年；１０５５０００人，２００６年；１６７２０００人，２００７年；２２５６０００人であるが，２００６年以降の数は，
前年１２月の嵐山実施分が含まれる。
　前掲，事務事業評価票他，各年度事務事業評価票
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１９１７１２００１（各２００８９１４）。なお，『京都・
花灯路平成１９年度報告書』（京都・花灯路推進協議会，２００８）１５頁，によれば，２００８年実施の京都・東山
花灯路の来場者アンケート（１２９５件）では，４７９％が近畿地方以外を出発地としている。
２６　表１をみると，２０代から５０代までの各年齢層の訪問率に大差はみられないが，過去６年の同年報を
みると若年層に高い訪問率の傾向がみられる。
２７　２００６年は，１１月１８・１９・２３・２５・２６日の５日間であった。（『市民しんぶん』（京都市広報課）第７７５号
（２００６１１１）６頁）。
２８　『京都市観光調査年報平成１９年』１頁。
２９　ヒアリングについては文末参照。なお，清水寺としては，拝観者数は公表していない。
３０　『京都市観光調査年報平成１９年』１６頁。
３１　清水寺でのヒアリングによれば，修学旅行は，朝一番か最後の時間帯に訪問することが多い，とのこ
とである。
３２　杉野圀明『観光京都研究叙説』（文理閣，２００７）３９５頁では，２００１年１２月２日１１時３０分から１４時まで
の時間において，主要駐車場における都府県別観光バス台数の調査結果を掲載している。これは，主催
旅行に限らず観光バスの総数であるが，清水寺の数は，「京都：７，大阪：５，愛知：５，兵庫：２，奈良：
４，岐阜：２，三重：３，長野：１，石川：２，福井：２，山梨：２，和歌山：２，香川：１，岡山：１，徳島：
１」で半数が近畿（三重を除く）圏以外からである。
３３　廣岡裕一「募集型企画旅行における京都観光の考察」『第２１回日本観光研究学会全国大会学術論文集』
（日本観光研究学会，２００６）１１６頁。
３４　「金閣寺の観光者」，５－６頁。
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３５　新聞広告における募集型企画旅行の訪問地（図３）で，「嵐山・嵯峨野（各寺院含む）」が最も多いの
は，下記の理由のほか拠点を中心に旅行者自身が回遊するコース設定がしやすいためと思えるが，「祇
園周辺」，「高雄（各寺院含む）」，「醍醐寺」が多いのは募集型企画旅行においては，「桜や紅葉，そして
祭や企画されるイベントに求心力を求めて商品企画をしている傾向が強い」（「募集型企画旅行における京
都観光の考察」，１１６頁）ため一時期に集中して広告が出稿されているためといえよう。もっとも，「祇園
周辺」は，旅行者自身が回遊すれば，清水寺に至ることになる。

清水寺の観光者
